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コンクリートダムの堤体点検と
評価について

株式会社ｱｻﾉ大成基礎ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

土木調査ｸﾞﾙｰﾌﾟ 亀田貴文

ダムの構造

出典：四国電力株式会社ホームページ

ダムの構造(ラジアルゲート)

出典：滋賀県ホームページ

調査項目体系

ダム

基礎岩盤

ダム堤体

外観調査

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査

地質調査

資料収集調査

室内試験

安定計算

水理計算

出典：ダム健全度マニュアル(案) 【関西電力株式会社】

補修履歴
水文資料 ※水理計算の水文資料
図面

コア観察
透水試験
PS検層
ﾎﾞｱﾎｰﾙﾃﾚﾋﾞ観察

資料収集調査
ﾀﾞﾑ周辺の地質調査 (精査)
ﾀﾞﾑサイト付近の地質調査 (概査)
表面圧縮強度測定
劣化損傷
摩耗
ひび割れ・亀裂
漏水
ピアの中性化深さ
基礎の洗掘
減勢工の欠損
測量

コンクリート試験
岩石試験

震度法 (最新の技術基準に従う)
(静的FEM)
(動的FEM)

水文資料
洪水量の計算
洪水吐放流能力
導流部の能力
減勢工の能力

表面圧縮強度測定

表面圧縮強度測定

測定位置の決定

測定方法

測定数量

・コンクリートの厚みが10cm以上の箇所を選ぶ
・隅角部から3～6cm離れた箇所を選ぶ
・作業性を考慮して決定する
・コンクリート表面が常時湿潤状態にあるような
箇所とする

・作業性および解析の点から採用値の2倍程度
の測定を行う
・打撃方向が水平でない箇所は、その傾斜角を
測定する

・測定箇所は過去の測定点とする



2

表面圧縮強度測定

東京都式
芝武式

F(N/mm2)=（-18.0+1.27×R）×α
Fc=13R-184
Fc=7.3R＋100
Fc=10R-110
Fc=14R-157

国土交通省式
日本材料学会式
日本建築学会式

劣化損傷

 ・木片等を混入している。

 ・構造亀裂を伴い、圧座状を呈する。
 ・収縮ジョイント付近で、圧壊状を呈する。
 ・異物の衝突が考えられる。
 ・腐食鉄筋の露出が見られる。
 ・豆板状を呈する。
 ・モルタル分離を生じている。

 ・薄い層状のはく離部分を伴う。
 ・骨材のポップアウトが見られる。
 ・水平打継目や収縮継目の施工不良箇所に発達。
 ・骨材の品質が不良である。
 ・良質な骨材自身の破壊が無い。

積雪が日照による融解など
により水分が供給される箇所

外　力 　主に外力が集中する箇所

鉄筋腐食 　RC構造物

施工不良 －

劣化原因 発生箇所 観　察　状　況

凍　害

劣化損傷(凍害)

薄い層状のはく離部分を伴う劣化が見られる

劣化損傷(凍害)

継目部分に剥離を伴う劣化が見られる

劣化損傷(鉄筋露出)

鉄筋が露出し鉄筋腐食が進行している箇所が見られる

劣化損傷(施工不良)

床板付近およびピア側面に豆板(ジャンカ)が見られる
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劣化損傷(補修箇所の再劣化)

補修跡

ひび割れ注入箇所からのひび割れの進展がみられる

劣化損傷(補修箇所の再劣化)

環境的条件により劣化の進展が異なる

左岸側 右岸側

摩耗

水流によりコンクリート表面が摩耗し、鉄筋が隆起した箇所が見られる
侵入した水の浸食により水道が形成されている

ひび割れ・亀裂

ひび割れ箇所をチョーキングし、ひび割れの長さ、幅、深さ(可能であれば)を
測定する

ひび割れ・亀裂

クラックスケールによりひび割れ幅を測定

漏水

前回調査時の漏水箇所が遊離石灰により埋められる場合もある
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漏水

ダム貯水地もしくは地山からの侵入か判定する必要性がある

ピアの中性化深さ

手ばつりによりコンクリート表面をはつり、フェノールフタレイン1%溶液を噴霧
ノギスのデプスバー等で中性化深さを測定

ピアの中性化深さ

4～8箇所程度の平均値を取り、当該箇所の中性化深さとする
測定終了後はポリマーセメントモルタルにて修復

出典：コンクリート診断技術’07
骨材

基礎の洗掘

スタッフにて劣化形状を測定し、
洗掘箇所を水中カメラにて撮影

減勢工の損傷

安全管理


